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・Nummulites amakusensis Yabe and Hanzawaの産出地
　日本のカヘイ石の主な産地は，東京都小笠原の
母島，沖縄県石垣島北部，熊本県天草南部の3つ
の地域であるが，Nummulites amakusensis Yabe and 
Hanzawaを産するのは，熊本県天草南部のみである
（岩崎，1997）。天草下島の東部に分布する弥勒層
群白岳層の石灰岩質砂岩からは密集して産出する
（高井・坊城，1963）。また，鹿児島県出水郡長島
町獅子島に分布する白岳層の海緑石を含むアルコー
ス砂岩中にも多産する（高井・佐藤，1982）。この
化石の地質時代は，古第三紀始新世である。
・Colpospira （Acutospira） tashiroi Kotakaの産出地
　この化石は，熊本県天草下須島東部に分布する
弥勒層群赤崎層のシルト岩（大塚，2002），熊本県
天草市久玉町明石岬に分布する弥勒層群赤崎層の
砂岩（田代ほか，1980），鹿児島県出水郡長島町諸
浦島南端部に分布する赤崎層の砂岩（高井・佐藤，
1982），熊本県天草下島東部に分布する弥勒層群白
岳層の灰白色の細粒ないし中粒砂岩（高井・坊城，
1963）などから産出している。この化石の地質時代
は，古第三紀始新世である。
・Glycymeris （Glycymerita） japonica Tashiroの産出地
　この化石は，熊本県天草下島に分布する姫浦層群
と愛媛県北部東温市付近に分布する和泉層群から見
つかっている。姫浦層群からは，天草市天草町大江
軍浦軍ヶ浦のシルト岩（TASHIRO，1976），牛深市
北西増野の細粒砂岩（田代・大塚，1978），牛深市
下平のオデガ崎北端の砂岩（田代・大塚，1978）な
どから産出する。和泉層群からは，東温市奥黒滝の
砂質礫岩（山崎・辻井，1994）から産出する。この
化石の地質時代は，白亜紀後期カンパニアン（？）
～マーストリヒチアンである。

7　産出化石を基にした大泊礫岩層の供給源につい

て

　これまでに報告された大泊礫岩層の礫から産出し
た化石を基に，大泊礫岩層の供給源について考察す
る。
　化石を産出する礫は細粒～中粒の砂岩で，平均経
は19㎝である。球形度と円磨度が比較的高いこと
が特徴である。含まれる化石は巻貝，二枚貝，カ
ヘイ石である。これらの化石のうち，Nummulites 
amakusens i s  Yabe  and  HanzawaとColposp ira 
（Acutospira） tashiroi Kotakaは， 熊 本 県 天 草 市 天
草下島南部および鹿児島県出水郡長島町に分布す
る弥勒層群赤崎層および白岳層の砂岩から産出

し，この2種類の化石が同一箇所からみつかること
もある。ともに古第三紀始新世を示す化石である。
Glycymeris （Glycymerita） japonica Tashiroは，熊本県
天草市天草下島に分布する姫浦層群のシルト岩およ
び砂岩から産出している。白亜紀後期カンパニアン
（？）～マーストリヒチアンを示す化石である。
　天草下島では，姫浦層群を弥勒層群赤崎層が直接
不整合で覆っており，時代の異なる2つの地層が密
接に接している。このことは，大泊礫岩層の礫から
産出する化石の示す時代が，白亜紀後期と古第三紀
始新世の異なる2つの時代であることとなんら矛盾
を生じない。以上のことから，大泊礫岩層の化石を
産出する礫は，熊本県天草下島および鹿児島県出水
郡長島町に分布する姫浦層群および弥勒層群赤崎層
ならびに白岳層を供給源とする岩石が運搬され，礫
として堆積したものであると考えられる（図19）。

8　まとめと今後の課題

　鹿児島県佐多岬に分布する上部四万十層群の大泊
礫岩層の岩相や礫から産出する化石を調査したとこ
ろ，次のようなことが明らかになった。
・　大泊礫岩層は，層厚が約73ｍで，4つの部層に

区分され，第1部層～第3部層には，それぞれに上
方細粒化が認められる。第1部層は，中礫～大礫
礫岩層，細礫礫岩層，細礫～中礫礫岩層に，第2
部層は，中礫礫岩層と細礫礫岩層に，第3部層は，

図19 　大泊礫岩層の礫から見つかった化石の産出地
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中礫～大礫礫岩層と極粗粒砂岩層に細分され，第
4部層は，中礫～大礫礫岩層からなる。

・　大泊礫岩層の走行はＮ15°～ 20°Ｅ,傾斜は40°～
50°Ｎでほぼ一定している。級化層理や斜交層理
などの堆積構造が発達しており，これらの構造か
ら判断して地層は南上位を示すことから地層が逆
転していることが判明した。

・　大泊礫岩層と周辺の地層との関係は，下位の砂
岩層とは整合の関係で接している。また，砂岩層
の上位に泥岩が堆積している途中に，大泊礫岩層
が流れ込んで堆積したと考えられる部分も見られ
る。上位の地層との関係は，今回の調査では確認
することができなかった。

・　大泊礫岩層の化石を含む礫は，今回の調査で26
個見つかった。含まれている化石は，巻貝，二
枚貝，カヘイ石で，タマキガイ科のGlycymeris 
（Glycymerite）japonica Tashiro，キリガイダマシ
科のColpospira （Acutospira） tashiroi Kotakaやカヘ
イ石のNummulites sp. などが見つかった。

・　化石を含む礫は全て細粒～中粒砂岩で，平均径
の平均値は19㎝である。円盤状の形状をしたもの
が最も多く，比較的高い球形度をもつ礫がほとん
どである。また，亜円礫～超円礫の円磨度をもつ
ものだけで，特に円礫が7割を占めている。

・　大泊礫岩層の礫から見つかる化石で種名が
判 明 し て い るNummulites amakusensis Yabe and 
Hanzawa，Colpospira （Acutospira） tashiroi Kotaka，
Glycymeris （Glycymerita） japonica Tashiroのそれぞ
れの産出地を基に礫の供給源を検討した。その結
果，これらの3種類の化石が密接に分布する地域
である熊本県天草下島および鹿児島県出水郡長島
町に分布する姫浦層群および弥勒層群赤崎層なら
びに白岳層が供給源であると考えられる。

　今回の調査では，大泊礫岩層と上位層との関係が
未解決である。調査範囲を広げ，礫岩層の全体像を
把握する必要がある。今回は化石を含む礫の特徴は
把握することができたが，それ以外の礫についても
礫種をはじめとする分析を進め，礫の供給源につい
ての情報をさらに収集する必要がある。また，斜交
層理などの堆積構造を分析し，供給源からどのよう
に運搬・堆積したのかなど堆積学的研究を行う必要
がある。
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付表　化石を含む礫の形状

Ｎｏ .
径（㎝）

円磨度 形状 
区分 球形度 礫　種 化石種 備　　　考

長径 中間径 短径

1 55 34 23 6 棒 0.87 中粒砂岩 貨幣石 直径1~2㎝，化石密集

2 25 16 5 5 小判 0.81 細粒砂岩 巻貝 やや石灰質

3 23 20 12 5 円盤 0.83 細粒砂岩 巻貝 石英粒含む，化石層状

4 36 18 15 5 棒 0.89 中粒砂岩 貨幣石 方解石脈多い

5 14 11 5 5 円盤 0.93 中粒砂岩 巻貝 　

6 16 16 5 5 円盤 0.93 中粒砂岩 巻貝 　

7 10 7 3 6 円盤 0.89 中粒砂岩 巻貝 　

8 40 21 20 5 棒 0.89 中粒砂岩 巻貝 化石層状（厚さ5㎝）

9 15 7 5 5 棒 0.87 中粒砂岩 巻貝 　

10 50 40 30 5 球 0.93 細粒砂岩 巻貝・二枚貝 化石層状（厚さ3㎝）

11 16 10 8 5 棒 0.87 細粒砂岩 巻貝？ 　

12 70 40 38 5 棒 0.85 細粒砂岩 巻貝 化石層状2層（厚さ各5㎝）

13 5 4 2 5 円盤 0.89 細粒砂岩 巻貝 　

14 10 8 4 4 円盤 0.89 細粒砂岩 巻貝 　

15 10 6 5 4 棒 0.87 細粒砂岩 巻貝 　

16 25 18 10 5 円盤 0.87 細粒砂岩 巻貝 化石密集

17 28 28 5 6 円盤 0.93 細粒砂岩 巻貝 化石密集

18 22 20 6 5 円盤 0.81 中粒砂岩 巻貝 化石層状（厚さ5㎝）

19 31 20 10 6 小判 0.67 中粒砂岩 巻貝 石灰質

20 36 25 22 5 球 0.87 中粒砂岩 巻貝 石英粒含む

21 34 29 15 6 円盤 0.89 細粒砂岩 二枚貝・巻貝 　

22 30 20 16 5 球 0.87 細粒砂岩 二枚貝？ 　

23 5 3 2 4 棒 0.79 細粒砂岩 巻貝 　

24 50 50 40 5 球 0.93 細粒砂岩 二枚貝 石灰質

25 23 18 15 5 球 0.93 中粒砂岩 二枚貝・巻貝 二枚貝（6㎝）

26 50 40 20 5 円盤 0.93 中粒砂岩 巻貝 礫を含む , 化石密集
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